
鹿教湯病院 ： 私たちは、保健、医療、リハビリテーションおよび福祉活動を通じて、高齢者・障害者が
 自分らしく生き生きと輝いてくらせるように、地域のみなさまとともに支援いたします。

三才山病院 ： 私たちは、患者さんを中心とした「納得の医療」を行います。
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年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
を
迎
え
て

　
平
成
31
年
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
鹿
教
湯

三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
5
月
に
は
平
成
と
い
う
一
つ
の
時
代

が
終
焉
を
迎
え
、
元
号
改
定
と
共
に
新

し
い
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
来
る

元
号
は
現
代
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
、
明
る
く
力
強
い
名
称

を
期
待
し
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
人
口
の
割
合
は
28
％
を
超
え
、
長
野

県
に
於
い
て
は
30
％
を
超
え
る
超
高
齢

化
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
医
療
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
「
治

す
医
療
」
か
ら
「
治
し
、
さ
ら
に
支
え

る
医
療
」
へ
と
急
速
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
は

専
門
と
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

基
盤
と
し
て
、
次
世
代
に
即
し
た
多
種

多
様
で
使
い
勝
手
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
め
て

行
く
所
存
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
布
石
の
一
つ
と
し
て
、

4
月
に
上
田
市
塩
川
地
区
に
「
看
護
小

規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事
業
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
略
し
て
「
看
多
機
（
か
ん

た
き
）」
は
、
宿
泊
、
看
護
、
介
護
、

リ
ハ
ビ
リ
等
の
機
能
を
一
施
設
内
に
一

体
化
し
た
施
設
で
す
。
こ
こ
で
は
重
度

の
病
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
も
っ
た

方
々
が
、
専
門
的
か
つ
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
受
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
今
回
、
私
ど
も
が
開
設
す
る

看
多
機
に
も
、
宿
泊
室
や
リ
ハ
ビ
リ
室

を
は
じ
め
、
浴
室
、
診
察
室
等
の
設
備

が
備
わ
り
ま
す
。
完
成
後
は
、
ご
利
用

い
た
だ
く
皆
様
の
安
心
感
は
も
と
よ

り
、
ご
家
族
様
へ
介
護
負
担
の
軽
減
と

安
ら
ぎ
を
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
医

師
会
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
等
々
関
係
の
皆

様
、
そ
し
て
鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
全
職
員
の
ご
支

援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

　黒
岩  

靖

く
ろ 

　い
わ

　
　

      

や
す
し
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「
世
界
糖
尿
病
デ
ー 

in 

鹿
教
湯
」 

を
開
催
し
ま
し
た

世界糖尿病デーの様子

　糖尿病と運動には深い関係があります。そ
れは、運動によって筋肉を働かすと血液中の
糖（血糖）がエネルギーとして消費されるか
らです。また、筋肉の量を増やすことで全身の
代謝が良くなり、普段のエネルギー消費量が
増え高血糖を改善する効果も期待できます。
今回紹介する「スロースクワット」は、転倒
予防に重要な太ももやお尻の筋肉を手軽に鍛
えることができます。右図を参考に息を止めず
にできるだけゆっくりと行いましょう。腰や膝
に痛みのある方はテーブルなど安定した支えに
掴まって行いましょう。食後に実施すると血糖
値を下げる効果が期待できます。週2～3回、
3 週間続けられれば、きっと身体の変化を感
じられることと思います！！

理学療法士　両角 大

● 

深
呼
吸
を
し
な
が
ら
。

● 

後
ろ
の
イ
ス
へ
座
る
つ
も
り
で
。

● 

1
〜
4
秒
で
か
が
み
、椅
子
に
腰
掛
け
ず

  

一
旦
ス
ト
ッ
プ
。
5
〜
8
秒
で
元
に
戻
る
。

● 

ま
ず
は
10
回
を
目
標
に
。 

スロ－スクワットで血糖値を下げよう！

　
11
月
14
日
の
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

に
合
わ
せ
、
当
セ
ン
タ
ー
糖
尿
病
予
防

ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム（
S
D
S
T
）
で
は
、

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
11
月
10
日 

（
土
）
に
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
in
鹿
教

湯
」
と
題
し
て
、
鹿
教
湯
病
院
「
か
け

ゆ
講
堂
」
に
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
に
関
わ
る
ミ
ニ
講
座
（
治
療 

・

検
査
・
食
事
・
運
動
・
薬
・
歯
の
健
康 

・

医
療
費
）
や
、
各
ブ
ー
ス
で
の
個
別
相

談
や
体
力
・
血
糖
測
定
・
歯
周
病
簡
易

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
丸
子
・
上
田
地

域
は
も
と
よ
り
、
遠
方
か
ら
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
た
方
も
お
り
、「
来
年
も
開

催
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
声
が
け
も

い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
幕
を
お
ろ

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鹿
教
湯
病
院
正
面
玄
関
に
お

い
て
は
「
糖
尿
病
撲
滅
の
た
め
に
み
ん

な
が
団
結
し
よ
う
」
の
意
味
が
こ
め
ら

れ
た
、
ブ
ル
ー
の
輪
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
掲
示
し
、
来
院
者
の
皆
さ
ま
へ

の
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
の
広
報
を
行

い
ま
し
た
。

ここでは、ミニ講座の中から 「運動」についてのポイントをご紹介します。

もろ ずみ   まさる
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爪用のゾンデを使用して、爪が切れる深さを測る

フットケア施行後

爪切り用器具

フットケア施行前

　当
セ
ン
タ
ー
「
介
護
療
養
型
老
人
保

健
施
設
い
ず
み
の
」
で
は
、
外
部
研
修

を
受
講
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
フ
ッ

ト
ケ
ア
係
を
立
ち
上
げ
、
入
所
利
用
者

さ
ん
の
足
の
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
ま

す 

。
主
な
、
ケ
ア
内
容
は
、
厚
く
な
っ

た
爪
を
や
す
り
で
削
る
こ
と
や
、
通
常

の
爪
切
り
で
は
切
る
こ
と
が
難
し
い
巻

爪
を
ニ
ッ
パ
ー
で
切
る
な
ど
で
す
。
ケ

ア
を
行
な
う
際
に
は
、
ま
ず
利
用
者
さ

ん
の
指
先
や
爪
に
触
れ
痛
み
や
腫
れ
な

ど
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
痛
み

や
異
常
が
な
け
れ
ば
、
爪
用
の
ゾ
ン
デ

を
使
用
し
て
、
爪
が
切
れ
る
深
さ
を

確
認
し
、
切
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は

、
無
理
に
切
る
こ
と
は
せ
ず
、
や
す
り

を
使
用
し
削
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

切
る
部
分
が
多
い
場
合
は
、
利
用
者
さ

ん
に
切
っ
た
後
の
爪
が
小
さ
く
な
る
こ

と
を
伝
え
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
も

同
席
し
て
も
ら
い
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に

影
響
が
な
い
か
を
確
認
し
な
が
ら
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
の
爪

は
両
端
を
短
く
切
る
こ
と
で
巻
爪
の
危

険
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
角
を
切
ら
な
い
ス
ク
エ
ア

カ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
角
を
残
し
す

ぎ
る
と
角
が
靴
下
に
引
っ
か
か
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
爪
切
り
で
切
る
こ
と
が

不
安
な
場
合
は
、
や
す
り
で
少
し
削
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
い
ず
み
の

　

さ
く
ら
町  

看
護
師

　

神
戸

　百
合
恵

フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て

4
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　インフルエンザの流行期には、ニュース、コマーシャル、インターネットなどで、いろいろな予防法も紹介されます。しかし、
このような情報の中には、効果の低い対策も含まれているというのが現状です。
　今回は、そもそもインフルエンザは、どのようにして人から人へと感染していくのか原因を考え、正しいインフルエンザの
予防法につながるヒントとなればと思います。

感染管理認定看護師   荒井 誠

インフルエンザはどのように
人から人へ感染していくのか

医療の豆知識
Medical Tips

同じ空間にいるだけで感染するのか？
同じ空間にいるだけで感染してしまうのは｢空気感染｣です。くしゃみや咳によって口から飛
び出たウイルスなどの病原体が、すごく小さな粒となり、空中にフワフワと長く浮遊します。
そのため、同じ空間の中に長くいるほど、感染の危険性が高まります
しかし、日常的な感染症で｢空気感染｣するのは、結核、麻疹(はしか)、水痘(みずぼうそう)の
３つだけです。インフルエンザは｢空気感染｣の感染症ではないのです。したがって、同じ部
屋や電車の車両にいるだけで、インフルエンザに感染するというわけではありません。

A.
Q.

インフルエンザ感染では距離がポイント
　インフルエンザは｢飛沫 (ひまつ )感染｣でうつります。
｢飛沫感染｣では、くしゃみや咳で飛んでいくのは、｢空
気感染｣と比べて、大きくて水分を含んだ重い粒になり
ます。口から飛び出しても、通常は１～２ｍ以内で地
上に落ちてしまいます。
　このようなタイプの感染では、｢距離｣が大切なポイン

トとなります。くしゃみや咳をする人がいたら、少し離
れるだけでも感染の機会を減らせます。インフルエン
ザのような｢飛沫感染｣のウイルスは、いつまでも空中
をただよってはいません。こう考えれば、空間を除菌
しようという発想も、なんとなくピントがズレているよう
に感じてくるはずです。

　マスクは、感染を防ぐために、ある程度の効果はあります。しか
し、小さなウイルスを完全にブロックするわけではありません。実際
には、予防のために着けるマスクより、感染した人が着けるマスク
の方が効果的と言われています。咳をする人がつけていれば、飛ぶ
瞬間の粒は水分を含んで大きいため、マスクでブロックされやすい
からです。このような予防は、感染している本人が気をつけることか
ら｢咳エチケット｣と呼ばれています。　
　また、マスクには以外と知られていない｢隠れた効果｣がありま
す。マスクをつけている人は、手で口や鼻を触れる機会が少なくな
ります。したがって、マスクによって、手を介した感染が起こりにくく
なることも期待できます。
　しかし、マスクを着用している時でも、その手は環境によって汚
染されています。マスクを外してから、すぐに鼻や
口に触れてしまえば、せっかくの隠れた効果も無
駄になってしまいます。｢マスクを取る時の手指衛
生｣を忘れないようにしましょう。

マスクの効果
予想以上に多い、
手を介しての感染
インフルエンザを発症している人が、自分の

口や鼻に触れると、その手にウイルスがつき

ます。そして、ウイルスのついた手で、ドアノブ・

手すりなどの様々な場所に触れると、環境が

汚染されます。さらに、その場所に触れた別の

人が、手で口や鼻に触れるということによっ

て、感染は人から人へ広がっていきます。

｢感染した人の口や鼻→手→環境→他の人の

手→口や鼻｣・・・このような手を介しての感染

は、予想以上に多く起こっています。だから｢手

指衛生｣は大切な予防策のひとつです。それ

どころか、インフルエンザ予防のための｢一丁

目一番地｣ともいえます。

5
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※画像はイメージです

サ
バ
で
生
活
習
慣
病
予
防

　
青
魚
を
代
表
す
る
サ
バ
は
、大
変
バ
ラ
ン
ス
よ
く

栄
養
素
を
含
ん
で
い
る
食
品
で
す
。

　
よ
く
見
か
け
る
の
は
マ
サ
バ
と
、小
型
の
ゴ
マ
サ

バ
の
二
種
類
で
す
。大
群
で
回
遊
す
る
た
め
、巻
網
、

跳
釣
り
、定
置
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

　
１１
月
か
ら
２
月
が
、最
も
脂
が
の
っ
て
い
て
美
味

し
い
と
言
わ
れ
る
サ
バ
は
、た
ん
ぱ
く
質
、鉄
分
、ビ

タ
ミ
ン
 B1
、 B2
が
豊
富
で
す
。

　
ま
た
、脂
肪
に
は
、血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
E
P
A（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
）、D
H
A（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。E
P
A
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に

し
、D
H
A
は
心
臓
病
を
予
防
、中
性
脂
肪
の
量
を

減
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。脳
に
は
重
要
な
脂
質

で
、学
習
能
力
を
高
め
、認
知
症
予
防
に
も
効
果
的

で
す
。

　
サ
バ
を
選
ぶ
時
は
、身
に
丸
み
が
あ
り
、触
っ
て

硬
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。ま
た
、目
が
澄
ん
で

い
て
、見
た
目
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。そ
し
て
、調
理
の
際
は
、痛
み
や
す
い
の
で
、す

ぐ
ワ
タ
を
出
し
て
冷
蔵
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

三
才
山
病
院
　
栄
養
士
　

滝
澤 

　
あ
す
か

調理の際、下処理で熱湯にくぐらせ、霜降りにする
ことで、青魚特有の臭みを抜きます。
また、青魚は、酒をたっぷりいれて煮ると美味しく
なります。
サバには、黒っぽい血合いの部分が多いですが、こ
の部分には鉄分、カルシウムが豊富に含まれてい
るので、残さず食べましょう。

サバの生姜煮
▼ 材料 （2人分）
・サバ 2切　（1切 50g）　・生姜 （薄切り）　1かけ分
・生姜の千切り （飾り）　適量
［魚の煮汁］
・醤油 20ml　・みりん 20ml　・酒 80ml　・水 80ml

▼ 作り方
①サバのヒレは取り除き、血などは拭き取っておく。皮

目に十文字の切り込みを入れ、熱湯にさっとくぐら
せる。表面が白くなったら氷水にとり、汚れを取り
除く。

②鍋にサバと生姜を入れ、魚の煮汁を合わせて注ぐ。

③落としぶたをして中火にかけ、煮汁がトロリとする
まで煮る。

④皿に盛り、煮汁をかけて上に千切り生姜をのせる。

▼ 栄養成分 （1人分）
エネルギー 175kcal　たんぱく質 11.3g
脂質 6.0g　炭水化物 7.4g　食塩相当量 1.5g

栄養科おすすめ★季節のレシピ

た
き
ざ
わ
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2
0
1
8（
平
成
30
）年

11
月
23-

25
日
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
ま
し
た「
第
36
回
日

本
神
経
治
療
学
会
学
術
集
会

」 

に
お
い
て
、「
下
肢
ボ
ト
ッ
ク

ス
治
療
と
機
能
的
電
気
刺
激

に
よ
る
慢
性
期
脳
卒
中
患
者

の
バ
ラ
ン
ス
能
力
と
歩
行
機

能
の
長
期
的
改
善
効
果
」（
理

学
療
法
士
・
佐
藤
剛
章
）、

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
下

部
尿
路
機
能
障
害
と
F
I
M

変
化
量
の
相
関
に
お
け
る
男

女
差
」（
理
学
療
法
士
・
三
浦

吾
郎
）の
2
演
題
が
一
般
演
題

発
表（
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

口
演
）の
優
秀
演
題
賞
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
や
、支

援
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
発
表
は
、私
た
ち

が
普
段
行
っ
て
い
る
治
療
・
評

価
に
関
し
、院
外
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。今
後

も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

進
歩
に
貢
献
で
き
る
よ
う
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鹿
教
湯
病
院  

理
学
療
法
士

　
　
佐
藤
　
剛
章

三
浦
　
吾
郎

　㈱
長
野
県
A
・コ
ー
プ
の
地

域
貢
献
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

「
車
椅
子
を
贈
ろ
う
！
募
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
よ
り
、

2
0
1
8（
平
成
30
）年
12
月

6
日
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
1
台
の

車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　贈
呈
式
で
、J
A
信
州
う

え
だ

　眞
島 

実 

専
務
理
事

よ
り「
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
賜
物
で

あ
り
ま
す
。患
者
さ
ん
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
」と
挨
拶

が
あ
り
、黒
岩 

靖 

セ
ン
タ
ー
長
か
ら

は「
戴
い
た
車
椅
子

は
、以
前
の
も
の
に

比
べ
て
大
変
進
歩

し
て
い
て
、使
用
す

る
方
に
優
し
く
、軽

く
動
か
し
や
す
く

な
っ
て
い
て
、デ
ザ

イ
ン
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

も
良
く
な
っ
て
い
ま

す
。ご
寄
贈
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　皆
さ
ま
の
心
の
こ
も
っ
た

募
金
が
形
と
な
っ
た
車
椅
子

は
、必
要
と
さ
れ
る
多
く
の
皆

さ
ま
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
当
セ
ン
タ
ー
の
野
川
貴
史（
臨

床
心
理
士
）が
執
筆
し
た
原
著
論
文「
物

体
方
向
失
認
：
三
次
元
的
方
向
変
化
に
お

け
る
物
体
方
向
認
知
の
検
討
」が
、第
14
回

神
経
心
理
学
会
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
の
で
、ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
論
文
は
、物
の
向
き
を
認
識
で
き
な

い
脳
損
傷
の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
、三
次
元

的
な
レ
ベ
ル
で
は
ど
の
よ
う
な
症
状
と
な

り
、そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
生

じ
て
い
る
の
か
を
研
究
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
研
究
に
よ
り
、今
後
こ
の
障
害
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
具
体
的
に
説
明
し
、よ
り

適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
を
構
築
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、ご
指
導
・
ご
協
力
の
程
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
第
 14
回
神
経
心
理

学
会
優
秀
論
文
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た

優
秀
演
題
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

受
賞
者
コ
メ
ン
ト

ま  

し
ま

　み
の
る

く
ろ
い
わ

　   

や
す
し

の  

が
わ 

た
か 

し

さ  

と
う

　   

た
か
あ
き

み  

う
ら

　    

ご   

ろ
う

会場にて（左）佐藤、（右）三浦
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内　　　科

脳神経内科

リハビリテーション科

午前 8：30～11：00
午後 1：00～  4：00
午前 8：30～11：00
午後 1：00～  4：00
午前 8：30～11：00

受 付 時 間 月

鈴木（和） 林田

宮城
宮城

鈴木（和）

火
小林（俊）

泉

林田

水 木 金
三才山病院　　☎0268-44-2321（代）

内科・消化器内科
循環器内科・脳神経内科

月

◎ ◎

火

◎

水

◎

木

◎

金受 付 時 間
午前 8：30～11：30
午後 1：00～  4：30

豊殿診療所　　☎0268-29-1220（代）

内 

科

内　　　科
脳神経内科
呼吸器内科
循環器内科

受 付 時 間 月 火 水 木 金

歯　　　 科 午前 8：30～11：30
午後 1：00～  4：30

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

午前 8：30～11：00
小林（俊）
松嶋・鈴木

伊沢・宮坂
片井・村岡

横井
片井

松嶋・信大
小林（俊）

宮坂・高松

循環器内科
外 科（消化器）

皮　膚　科
泌 尿 器 科

眼　　　科

耳鼻咽喉科

専 門 外 来

午前 8：30～11：00
午前 8：30～11：00
午前 8：30～11：00
午後 1：00～  2：30

午後 1：30～  3：30

午後 1：00～  3：30

午前 8：30～11：00

◎

義肢
（午前予約制）

装具
（午前予約制）

ロコモ・
骨粗鬆症

（午前予約制）

◎
◎

◎
（第2・第4のみ） ◎

◎

◎

瓦葺
かわらぶき

脳　外　科 午前 8：30～11：00

信大 信大 木下（久）前田整 形 外 科 午前 8：30～11：00

※鹿教湯病院［皮膚科］の診療日が平成30年10月より変更になりました。

鹿教湯病院　　☎0268-44-2111（代）

お知らせ 面会（お見舞い）制限のお願い

2
0
1
9
年
1
月
〜

長野県内インフルエンザの流行期になります。

❶発熱・咳・鼻汁・のどの痛みなどの症状がある方は面会で
きません。吐気・嘔吐・下痢のある方も同様です。

❷面会できる方は原則、ご家族および親族の方のみです。
18歳以下のお子さんの面会は、原則禁止します。

❸面会の際は、必ずマスクを着用してください。

❹面会の際は、手洗いか手指のアルコール消毒をして
ください。

❺面会の際は、短時間をご配慮ください。
大変ご不便をおかけしますが、皆さまのご理解とご協力をお願
いいたします。 なお、詳しい状況等は、各病院および施設へ
お問い合わせください。

入院患者さん・利用者さんへの感染を防ぐために

外
来
担
当
医
表

◎
印
が
診
療
日
で
す
。 

※
担
当
医
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

休
診
日

2月

土曜・日曜
土曜・日曜

1月

土曜・日曜・1～4日
土曜・日曜・1～3日

3月

土曜・日曜・21日（木）
土曜・日曜・21日（木）

2019年

豊殿診療所
鹿教湯病院・三才山病院

■鹿教湯病院 〒386-0396長野県上田市鹿教湯温泉1308  ☎0268-44-2111  FAX.0268-44-2117
■三才山病院 〒386-0393長野県上田市鹿教湯温泉1777  ☎0268-44-2321  FAX.0268-45-3709
■豊殿診療所 〒386-0004長野県上田市殿城250-4  ☎0268-29-1220  FAX.0268-29-1229 
■老健いずみの 〒386-8688長野県上田市小泉72-1  ☎0268-26-6600  FAX.0268-26-6615 

発行責任者 ■ 黒岩　靖　　　http://km-rehacenter.jp/

本誌をご愛読いただき、
ありがとうございます。

本誌に対するご意見・ご感想など
ございましたら、お気軽に右記まで

ご連絡をお願いします。


